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ムオキシダーゼ (cyt. aa3) などの色素の吸収スペクトルの変化を測定するもので，脳の血液量や酸素化の状態を推
定することができるo





を測定し， Hb 総量 (total Hb) ，酸素化 Hb (oxy-Hb) ，脱酸素化 Hb (deoxy-Hb) , cyt. aa3 の酸化レベルを算出し
た。
(1) 吸入麻酔薬の濃度による変化
ハロセン，イソフルレン吸入により total Hb , oxy-Hb の増加と， deoxy-Hb の減少がみられた。 Total Hb の変化
は最大12--16%程度であり，頭蓋内総量の0.5%程度に相当するにすぎないため，頭蓋内圧への影響はそれほどないも
のと考えられた。ハロセンでは主に oxy-Hb が増加しただけであったのに対し，イソフルレンでは deoxy-Hb が有意
に減少し oxy-Hb が著しく増加した。エンフルレンでは total Hb , oxy-Hb , deoxy-Hb のいずれもほとんど変化は認
められなかった。 Cyt. aa3 は 3 者とも有意な変化はなかった。
(2) 高濃度麻酔薬吸入による循環抑制時の変化
麻酔薬濃度の上昇とともに， MAP が低下し，いずれの麻酔薬においても total Hb , oxy-Hb が減少し， deoxy-Hb 
-306-
は増加する傾向が認められたが，イソフルレン群では， MAP 40mmHg においてもなお， total Hb は 12%増加し，
oxy-Hb も30%近く増加した状態にあった。
(3) 出血性ショック時における変化
MAP が80 ， 60 , 40mmHg になるよう大腿動脈より脱血を行なった。 MAP の低下とともに total Hb , oxy-Hb は減
少し， deoxy-Hb は増加したが， 2%イソフルレンを吸入させておくと MAP 60mmHg まで total Hb と oxy-Hb は実








て調べた。 Total Hb はイソフルレンとハロセンにより同程度増加したが，その変化は最大12--16%程度であり，頭
蓋内総量の0.5%程度に相当するにすぎない量であった。ハロセンでは oxy-Hb の増加が主であったのに対し，イソフ
ルレンは deoxy-Hb の有意な減少をともない， oxy同Hb の増加が著しかった。この傾向は高濃度麻酔薬吸入や脱血に
より MAP が低下した状態においても持続し，脱血による出血性ショック時にも cyt. aa3 還元型への変化は軽度であ







を見出すとともに，イソフルレンによる oxy-Hb の増加の程度が他の 2 者より有意に大きく，脳の酸素化に有利であ
る可能性を示した。また，出血性ショック時や一時的無呼吸状態においても，イソフルレンにより脳の酸素化が保た
れることを確認した。
これらの結果は，吸入麻酔薬の脳保護作用を考える上で重要な知見を与えるものであり，学位に値すると考えられ
る。
